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☑

基礎医学に関する細かな知識を問う問題は次年度
以降の臨床医学問題の布石になっていることも多い
です。
118回ではアトピー性皮膚炎と皮膚バリア機能につ
いての問題が出題されそうだと思ったのでまとめて
みました！

⑯皮膚バリア機能と
アトピー性皮膚炎

118回予想問題:皮膚のバリア機能を担っているのはどれか。
　　答え:角質層

118回予想問題:皮膚のバリア機能低下を認める疾患はどれか。
　　答え:アトピー性皮膚炎

118回予想
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皮膚の保湿に関与する因子

アトピー性皮膚炎では皮膚保湿因子の低下に伴ってドライスキンになっており
皮膚バリア機能が低下している。

⭕

予想問題:皮膚のバリア機能低下を認める疾患はどれか。
　　答え:アトピー性皮膚炎

予想問題:皮膚のバリア機能を担っているのはどれか。
　　答え:角質層
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☑

天疱瘡は表皮細胞間接着構造
デスモゾームの接着分子である
デスモグレインに対する自己抗
体が原因となる疾患！

基礎医学→臨床医学
108回→109回

基礎医学→臨床医学

117回→118回

💡

118回予想問題

☑

ヘミデスモゾームは基底層表皮細胞と表皮基底膜の接着に関与する。

☑

類天疱瘡はヘミデスモゾームを構成するBP230とBP180に対する自己抗体が原因となる疾患！

角質細胞間脂質
前駆物質
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①フィラグリンはケラチノサイト(表皮角化細胞)の角化の過程において顆粒層でプロフィラグリンとして遺
伝子発現する。そして産生されたプロフィラグリンはケラトヒアリン顆粒を形成する。
②プロフィラグリンは角層でフィラグリンにまで分解される。フィラグリンはケラチン線維の凝集を促進す
る。
③角層の外層部でフィラグリンは更に分解されて天然保湿因子:NMFになる。天然保湿因子は角質層の水分
保持に寄与する。

ケラトヒアリン顆粒・フィラグリン・ケラチン線維・天然保湿因子について

①顆粒細胞において層板顆粒は角質細胞間脂質の前駆体を含む。
②角層で層板顆粒に蓄えられていた角質細胞間脂質の前駆体は細胞間に分泌されて、セラミドなどの形で角
質細胞間脂質を構成する。角質細胞間脂質は水分の過剰な蒸散を防ぐ。角質細胞間脂質はセラミドとコレス
テロールと遊離脂肪酸で構成されている。

層板顆粒・角質細胞間脂質・セラミドについて

アトピー性皮膚炎では
①角質細胞間脂質のセラミド含有率が異常に低下することで角質細胞間脂質の機能が低下してしまい水分の
保持能力が損なわれる。
②フィラグリン遺伝子変異によってフィラグリンの減少や消失が引き起こされて結果的に水分の保持能力が
損なわれる。
といったことが原因となり角質層が乾燥して弱くなって皮膚バリア機能が低下することで、皮膚から様々な
物質が容易に入り込み経皮感作が生じて発症するという病態が仮説として考えられている。

☑

アトピー性皮膚炎ではTh2細胞が活性化されてIL-4およびIL-13の発現上昇が病態形成に関与する。

☑

重症アトピー性皮膚炎に対してはIL-4とIL-13の働きを阻害するデュピルマブ(Dupilumab)が適応となる。

皮膚バリア機能から考えるアトピー性皮膚炎の病態について


